	次に借入金の返済可能年数を診ます。

返済源資は正味損益資金の増加額です。正味損益資金は固定投資までを終わった段階でのオーナーズエクイティ（OE）の残高でプラスなら、OEだけで固定投資をすることができたということで、マイナスなら借入金が必要であったことを意味します。正味損益資金の増加額はOEの成長を意味し(増資を含め)、返済源資となります。

　　2002,2003,2004 & 2009年は固定投資額が多く⊿正味損益資金が赤字で返済源資はありません。⊿正味損益資金を減少させるほどの積極投資です。よほど財務基盤のある会社でも、連続して⊿正味損益資金を赤字にするのは危険です。GEはCEO交代の時期に赤字を出しましたが、よく乗り切りました。これは後から述べますが、財務レバレッジが低かったからできたことといえます。

　　返済源資が赤字の年以外の借入金返済年数はおおむね10年以内で健全です。
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⊿実質 ⊿資本 ⊿固定 A+B+C＝⊿

($百万)損益資金A 金等B 投資C

正味損益資金

1997

1998

6,170 2,621 -7,277 1,514

1999

7,787 3,989 -8,743 3,033

2000

9,663 4,625 -8,396 5,892

2001

10,470 1,478 -9,372 2,576

2002

2,224 675 -20,731 -17,832

2003

6,096 260 -11,014 -4,658

2004

6,874 13,390 -38,928 -18,664

2005

7,564 -933 -3,655 2,976

2006

8,485 76 -3,584 4,977

2007

13,032 1,494 -9,367 5,159

2008

-50 14,498 -8,202 6,246

2009

9,069 -3,542 -14,784 -9,257
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A借入金

返済源資Q

返済年数

($百万)

借入金

期首期末平均

A/Q

1997

15,897

1998

16,760 16,329 1,514 11

1999

16,839 16,800 3,033 6

2000

16,621 16,730 5,892 3

2001

18,598 17,610 2,576 7

2002

26,377 22,488 -17,832 --

2003

29,392 27,885 -4,658 --

2004

34,595 31,994 -18,664 --

2005

33,481 34,038 2,976 11

2006

37,357 35,419 4,977 7

2007

48,923 43,140 5,159 8

2008

45,158 47,041 6,246 8

2009

53,617 49,388 -9,257 --

